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 昨今、新聞紙上やビジネス雑誌において「クラウドコンピューティング」というキーワ

ードを目にする機会が増えました。クラウドコンピューティングを利用する最大のメリッ

トは、導入コストを抑えられることです。これまでは、情報システムの導入には、多額の

イニシャルコストが必要となり、資金面での負担が重くなりがちでした。 

 しかし、クラウドコンピューティングでは、月額料金として支払いができることから、

財務面で余裕が少ない中堅中小企業でも導入しやすく、キャッシュフローへの影響を少な

く抑えることができます。下記のような項目が一般的なメリットとして挙げられます。 

 

■クラウドコンピューティング導入の主なメリット 

●ＩＴ化にかかるコストが低額に抑えられる 

●専門のエンジニアなしで運用できる 

●保守管理コストを削減できる 

●アプリケーションの新バージョンを速やかに利用できる 

●Ｗｅｂ経由でどこでもアクセスできる 

 

 さらに、導入期間を短縮できることや、利用したい期間だけ集中的に利用できるという

メリットもあります。これらは大手企業ではなく、中堅中小企業にとってのメリットとい

えるでしょう。現状では、まだ中堅中小企業での導入が進んでいるとはいえませんが、サ

ービスとしては中堅中小企業向けのものが多く提供されています。認知度が高まってくれ

ば、今後利用は確実に進むと思われます。 

 従来のビジネスアプリケーションは、開発が困難で多額の費用がかかることがありまし

た。アプリケーションには、オフィススペースや電源、ネットワーク、サーバー、ストレ

ージを備えたデータセンターなどが必要であり、かつ、ソフトウェアの組み合わせも複雑

なため、インストールや設定および運用には専門家チームが必要でした。 

 そのため、アプリケーションを備えれば、その分、悩みの種も増えるという結果を招い

ていました。このような状況では、最高のＩＴ部門を持つといわれる大企業でも、必要な

アプリケーションを購入できなくなってしまいます。中小企業にとってはなおのことです。 

 本レポートでは、その「クラウドコンピューティング」について、中小企業で活用でき

る実務的な情報を多く盛り込みました。社内のＩＴ化推進にお役立てください。 

はじめに      

クラウドコンピューティングの概要 
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 クラウドコンピューティング。この言葉は明確に定義づけられた言葉ではありません。

いわゆる「流行語」に近いものですが、新しいコンピューティング（コンピューターを使

うこと）のイメージを端的に捉えたものとして定着しつつあります。 

「クラウド(cloud：雲)」とは、米 Google エリック・シュミットＣＥＯによる 2006 年

８月の発言から生まれた概念を表します。 

 

●新しいコンピューティングサービスは、どこか“雲”の中にあるサーバーから始まる

●ＰＣ、Ｍａｃ、携帯電話など、どのようなデバイスからでも、適切な（Ｗｅｂブラウ

ザや）アクセス手段があれば利用できる 

 

 「サーバー」が「雲」の中にあり、どこにあるか、どのような実態なのかを意識する必

要がないということが「クラウドコンピューティング」のもっとも重要な要素です。 

 日常的に業務でパソコンを使用していて、下記のような点でお悩みの経営者の方は多い

のではないでしょうか。 

 

●自社のシステムの保守・運用など、ＩＴコストがかさんで経営を圧迫している 

●初期コストと今後の減価償却費を考えると新サーバーの購入に踏み切れない 

●新規アプリケーションの開発から導入までに３ヵ月もかかると業者に言われた 

●ＩＴ部門の人件費がかかりすぎる 

 

 こうした悩みは、このクラウドコンピューティングを活用することによって、すばやく

解決できる可能性があります。 

 

 

 それでは、これまでのＩＴシステムとクラウドの違いは何なのでしょうか。また、何が

便利になったのでしょうか。その特徴は、下記のようにまとめることができます。 

 

①サーバー・ソフト等の購入が不要   ④メンテナンスの必要がない 

②すぐに利用できる          ⑤ＩＴ専門要員が必要ない 

③低コストで利用可能 

クラウドコンピューティングとは     

クラウドコンピューティングの特徴     
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【クラウドの基本的な特徴】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：図解 クラウド早わかり） 

 

 例えば、従業員 100 人の企業の場合において、全従業員にパソコンを支給した場合、ア

プリケーションのアップデート（ぜい弱性の修正など）を行うたびに、毎回 100 台分の更

新作業が必要になります。手間がかかるだけでなく、作業量の多さからミスが発生する可

能性も高まり、更新作業にミスのあったパソコンがセキュリティホール（システム上の弱

点）になるといった危険性もはらんでいます。 

 そこで、クラウドコンピューティングを活用して、必要なアプリケーションやデータに

ついては、個々のパソコンでは持たずに、サーバーだけに置くという方法をとります。こ

れによって、システムを一元で管理することができ、安全性も高めることができます。さ

らに、個々のパソコンでのソフトウェアのインストールも不要になり、サーバーにアクセ

スするだけで仕事ができるようになります。つまり、個々のパソコンの運用や管理も容易

になるのです。 

 そして、パソコンの管理が楽になれば、ＩＴ部門の負担が軽減され、人的・金銭的な運

用コスト全体を下げることができます。クラウドコンピューティングを実現することで、

企業のＩＴシステム全体の構築・運用コストを下げることにつながるのです。

これまでのコンピューター処理

サーバーサーバー

ネットワーク

・動画ファイル
・画像ファイル
・文書ファイル
・メール
・アプリケーション
・OS

高スペック高スペックPCPC

クラウドコンピューティング

重いデータの処理を
自分のコンピューターで処理する

サーバーサーバー

重いデータの処理を
クライアントPCに
代わって処理する・動画ファイル

・画像ファイル
・文書ファイル
・メール
・アプリケーション
・OS

ネットワーク

重いデータの処理を
外部のサーバーで処理する

低スペック低スペックPCPC

これまでのコンピューター処理

サーバーサーバー

ネットワーク

・動画ファイル
・画像ファイル
・文書ファイル
・メール
・アプリケーション
・OS

高スペック高スペックPCPC

クラウドコンピューティング

重いデータの処理を
自分のコンピューターで処理する

サーバーサーバー

重いデータの処理を
クライアントPCに
代わって処理する・動画ファイル

・画像ファイル
・文書ファイル
・メール
・アプリケーション
・OS

ネットワーク

重いデータの処理を
外部のサーバーで処理する

低スペック低スペックPCPC



中小企業のＩＴ化を推進する！ クラウドコンピューティングの活用法 

企業経営情報レポート 4

 

 

 

 

 

 企業にとってクラウド導入のメリットを、支出面や会計面、システムのリードタイム面、

品質や機能の面から見ていきます。 

 

（１）メリット１：会計面 ～設備投資の重圧から解放される 

 クラウド導入の大きなメリットは、初期導入の費用負担が少ないことです。さらに、サ

ービスの種類によっては、使いたいときに使った分だけのコストを負担する従量課金型の

コスト負担方式を採用することも可能になります。これによりＩＴコスト効率化効果が期

待できます 

 また、近年の企業経営では、余剰資産の少ない軽いバランスシートを目指す、いわゆる

「オフバランス経営」の考え方が広く受け入れられています。 

 その点から考えると、クラウドはこれらのトレンドに見事にマッチしているといえます。

従来は、自社内に構築されたシステムには、多額の初期投資が発生していました。クラウ

ドは、ＩＴ資産への多額な初期投資という重圧から企業を解放するのです。 

 

（２）メリット２：納期面 ～システム構築の時間が短縮される 

 次に、業務アプリケーション構築・利用開始までにかかる「時間」に注目してみます。

本来、企業が必要としているのは、業務を行うためのアプリケーションです。従来は、こ

のアプリケーションが利用出来るようになるまでに、多くの時間を要してきました。 

 まず、ハードウェアを調達し、相互に接続して動作確認を行うなど、インフラの構築を

行うだけでも相当な期間が必要になります。実際のアプリケーション開発ともなると、ハ

ードウェアやデータベースの制約によって実現できないことも多々発生し、結果として調

整や代替案の検討のために、さらに多くの時間を投下しなければならないといったことに

なります。 

 クラウドは、その時間的制約を解決し、ビジネススピードの向上に寄与します。 

 

（３）メリット３：品質・機能面 ～新たなサービスの登場 

 ３点目として、品質・機能という面で、企業にもたらされるメリットを見ておきましょ

う。ひと言で言えば、自社では発想できない機能やサービスが安価に提供されるというこ

とです。 

クラウド導入が企業にもたらすメリット     

ユーザーにもたらすメリット 
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 さまざまな期待が高まっているクラウドですが、一方で「会社業務には役立たないので

はないか」という懐疑的な声があるのも事実です。今では当たり前のように利用されてい

るＥメールやインターネットも、最初のころは同じような評価でした。 

 かつて「役に立たない」と言われたこれらのサービスは、一般ユーザーの側でひとまず

利用者数を拡大し「デファクトスタンダード（実質的な業界標準）」となることでコストを

下げ、企業での利用にも耐えうるレベルまで運用品質を少しずつ高めていくなかで、企業

ユーザーにも浸透してきました。 

 実際にクラウドのサービスは、すでに多くの企業で実績を上げており、初めから高機能・

高品質のサービスが利用できることがメリットです。 

 

 

 

【クラウドが企業にもたらすメリット】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：図解 クラウド早わかり） 

 

会計面 設備投資の重圧から開放

これまで：
・自社内に構築されたITは、導入時に
多額の設備投資額が発生

クラウド
・初期投資がほとんどかからない
・サービスとして利用するため資産計上されない

納期面 システム構築の時間が短縮される

これまで：
・ハードウェアを調達し、
相互接続して動作確認を行うなど、
ユーザーメリットのないインフラ
構築の期間が必要

クラウド
システムの構築から利用者開始までの時間を劇的に
短縮し、ビジネスそのもののスピードアップに貢献する

品質・機能面 新たなサービスが提供できる

これまで：
・自社で設計したサービスやアプリ
ケーションしか使えず機能対
コストが非効率

クラウド
すでに多くの企業で実績を上げた、自社では発想・
構築できない機能やサービスが安価で提供される
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 クラウドコンピューティングもＩＴツールのひとつですから、導入するためには、従来

のＩＴ導入プロセスを踏襲すれば良いことになります。その導入ステップを整理すると下

記のとおりです。 

 

【クラウドコンピューティング導入のステップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クラウドアプリケーションの種類は、大きく３つに分けられます。自社の業務の、どの

あたりに適用するのか、大まかなイメージをつかむことからスタートして、自社のニーズ

に合わせて選択するとよいでしょう。 

 

（１）企業内情報系クラウド 

 従来は周辺業務としてＩＴ化には馴染みにくかった分野です。メールやテレビ会議、文

書管理、ワークフロー管理などがあります。代表的なサービスはグループウェアです。 

 機能が汎用的であり、使い方によりシンプルで簡単に利用できるようにしたり、かなり

多機能で高度な活用ができたりします。 

 その反面、補助的な使い方も可能なので、使いながら自社に有効な活用方法を探り当て

るといった方法も選択できます。失敗したときに主力業務への影響が少ないこともあり、

初めてのクラウド導入に向いているともいえます。柔軟さが特徴のクラウドです。 

 

（２）企業内業務系クラウド 

 パッケージソフトがカバーしていた形態で、それをクラウド化したものが多く見られま

す。「財務会計」「販売管理」「在庫管理」「生産管理」など経営機能ごとにサービスを提供

しています。業務ノウハウがぎっしりと詰まっているので、サービスをそのまま使うだけ

で自社の業務改善も期待できます。 

クラウドコンピューティングの導入ステップ 

ＳＴＥＰ１ 

クラウド分類を 

考える 

ＳＴＥＰ２ 

クラウド導入パタ

ーンを検討する 

ＳＴＥＰ３ 

クラウド選択の基

準を明確にする 

ＳＴＥＰ１ 利用者視点の３つのクラウド分類を考える     
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 その反面で、自社の業務手順の見直しに迫られることもあり、良くも悪くも企業経営に

影響を及ぼします。経営機能単位のサービスが基本なので、たとえば会計クラウドであれ

ば、経理担当者だけで導入対応可能です。全社一斉に使用しないと効果が薄いサービスと

は異なり、部門単位で徐々に活用を図るといったことが可能です。 

 また、以前パッケージソフトを活用していた業務であれば、業務内容もある程度整理さ

れていることから、比較的スムーズに導入できると思われます。企業の業務一般に関わる

クラウドです。 

③企業間をまたがるクラウド 

（３）複数企業連動系クラウド 

 クラウドの最も特徴的なサービス形態です。業界あるいは取引に関係する企業間を横断

的にサービスするものです。従来は、企業間の情報共有は受発注や決済などに代表される

ようなＥＤＩ(電子データ交換)で行われていました。 

 クラウドでは、取引関係にある企業間で、マスターファイルの共有が可能です。それは、

複数の企業が統合システムを利用しているのと同じことを意味しています。つまり、企業

内業務の合理化・効率化にとどまらず、異なる企業間における業務の最適化が実現できる

ようになるわけです。業種ごとの業務系専門クラウドになります。 

 

 

 クラウドを適用する業務が大まかに決まったら、次は自社のＩＴシステムの現状を確認

します。それによって、導入の難易度が変わるためです。すでにＩＴ化された業務は、業

務オペレーションもある程度、標準化されており、社員の使いこなし能力も一定のレベル

にあると考えられます。 

 しかし、同じような業種・業態の企業が同一のクラウドを入れたとしても結果が大きく

異なるのは「コンピューターリテラシー（ＩＴ技術を使いこなす能力）」の違いが大きな要

因として考えられます。その観点から、３つのクラウド導入パターンに分けてみます。 

 

（１）すでにＩＴシステムが稼働している業務にクラウドを導入した場合（代替） 

 パッケージソフトや独自開発したシステムを運用しているところをクラウドに代えるパ

ターンです。ＩＴシステムについての理解は進んでいるので、クラウドとの違いについて

比較検討していくことになります。できること・できないことがはっきりとわかるので、

機能をひとつずつ丹念に検討していけば間違いの少ないクラウド導入ができます。既存の

システムがあるので、データの移行やシステム移行期間のバックアップ体制など、新規導

入とは違う作業が発生する点に注意が必要です。 

ＳＴＥＰ２ 利用者視点の３つのクラウド導入パターン     
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（２）他の分野ではＩＴ化の経験がある場合（追加） 

 例えば、販売管理のパッケージソフトを利用中で新たにグループウェアを導入する場合

などのことです。社内で初歩的なトラブルや質問は解決できると思われるので、一番の課

題は業務に適合したクラウドを選べるのかということでしょう。 

 システムの代替とは異なり、比較対象を自社で持っていないため、事前に検討を行う際

にもイメージをつかみにくいと思われます。クラウドについては無料のお試し期間を設け

ていることが多いため、正式に導入する前にこのようなサービスも活用して、システムの

内容について吟味・検討することが必要です。 

 

（３）初めてのＩＴ化ツールとしてクラウドを導入する場合（新規） 

 今までは手作業でやっていた業務や、口頭で済ませていた内容をＩＴ化するためにクラ

ウドを新規導入するパターンのことです。全社的に初めての経験となるため、ＩＴｲﾋに関

わる様々な問題点が出てくる可能性もありますが、導入が成功したときの経営上のメリッ

トは大いに期待できます。 

 社員に基礎的なパソコン操作能力が不足している場合も多いため、初めてクラウドを導

入する場合には、導入や運用のサービスが手厚いものを選ぶとよいでしょう。 

 以上の通り、企業のＩＴ化は状況によって導入パターンを３つに分類できます。これら

の特徴を単純化して整理すると以下の表のようになります。 

 

【クラウド導入検討企業のＩＴ化に関わる要素】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：クラウド時代の中小企業経営） 

 

 すでにパッケージソフト等の活用が進んでいる企業は、早い時期からパソコンに触れて

いるため、ＩＴを活用する能力もあり、その効果も実感できているため、ＩＴ化の必要性

IT初期投資額
コンピューター
リテラシー

ＩＴｲﾋの
必要性認識

導入支援の
必要性

サポート・
利用料金

①カスタムソフト・
パッケージソフトが
稼働している業務に
導入(代替)

②該当業務は未IT化
だが他業務はITか経
験あり(追加)

③初めてIT化として
クラウドを導入(新
規)

少ない 低い 低い 高い 支払い難い
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も理解できているものと思われます。 

 しかし、従来からＩＴ化をしていなかった企業はその必要性を感じていなかったり、Ｉ

Ｔ投資ができなかったり、社員のコンピュータリテラシーが低いなど、様々な理由で今日

に至っています。 

 これらの企業がクラウドを導入しようとすると、より多くの困難に遭遇する可能性が考

えられます。クラウドは低価格商品のため代理店ビジネスが機能しにくく、導入サポート

料も徴収しづらい傾向にあります。 

 したがって、クラウド事業者による直販が主体となりますが、こうした中小企業に対し

ては費用対効果の面から積極的な営業活動も期待しにくいと考えられます。情報発信もＷ

ｅｂを中心に展開されるため、待っているだけではどんどん取り残されてしまう恐れがあ

ります。 

 現在、「初めてのＩＴ化ツールとしてクラウドを導入」する企業に対する導入支援は、社

会的課題となっています。これに対する答えとして、政策面では経済産業者が 2009 年 3 月

31 日より開始した「Ｊ－ＳａａＳ」があり、費用面をはじめとしたいくつかの導入障壁を

軽減していますが、今後は企業のコンピュータリテラシーをいかに高めていくかが重要と

なってくるでしょう。 

 

 

 クラウドを適用する業務、自社のコンピュータリテラシーを確認したら、最後はクラウ

ドサービスの選択です。クラウドの分類とクラウド導入パターンの関係から、概ねクラウ

ド導入に関わる作業量が推測できます。 

 契約開始後すぐに活用できるのがクラウドの特徴ですが、事前にやるべきことをやって

おかないと運用時に混乱してしまうことになります。負担が大きく、挫折してしまいそう

だと考えられるのであれば、再度、導入ＳＴＥＰ１に戻って検討し直すとよいでしょう。 

 

【クラウド導入のしやすさと主な作業】 

 代 替 追 加 新 規 

①企業内情報系 

クラウド 
△ 

システム移行作業 

◎ 
活用方法 

○ 
活用方法・操作教育

②企業内業務系 

クラウド 
△ 

システム移行作業 

○ 
業務見直し作業 

△ 
業務見直し作業 

③複数企業連動系 

クラウド 
△ 

システム移行作業 

○ 
他システムとの連動

◎ 
操作教育 

（出典：クラウド時代の中小企業経営） 

ＳＴＥＰ３ クラウド選択の基準     
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 さて、本題のクラウドサービスの選定に入ります。通常はＷｅｂサイトにある情報を収

集していきますが、インターネットヘの接続環境がない場合には、自力でサービスを検討

するのは難しいといえます。 

 この場合には、最寄りの公的支援機関の力を借りた方がよいでしょう。もし、インター

ネットで情報収集ができる環境にあるのであれば、手始めに「Ｊ－ＳａａＳポータルサイ

ト」（http//www.j-saas.jp/）にアクセスしてみてください。一定の基準を満たしたクラウ

ドアプリケーションを豊富に取り揃えているので、検討に必要な情報を手軽に得ることが

できます。 

 

 ここまでの過程で、おぼろげでも活用のイメージが浮かんできているのであれば、実際

にサービスを試してみることをお勧めします。Ｊ－ＳａａＳのサービスにも一定期間無償

で利用できるアプリケーションが多数あります。 

 また、各クラウド事業者のＷｅｂサイトにも、実際に活用しているユーザー企業の事例

紹介や製品紹介の情報が多く載っており、そこからお試し版の申し込みができるものも多

くあります。 

「とにかく使ってみること。無理やりにでも使わせること」が、ＩＴ化・クラウド導入の

近道です。先輩クラウド利用者がクラウドサービス体験の重要性を教えてくれています。 

 システムのお試し利用で難しいと感じたら、撤退してしばらく様子を見るのもよいでし

ょう。今後、貴社のイメージに合った最適なＳａａＳサービスが開発される可能性もあり

ます。または、ＩＴベンダーの力を借りて再度チャレンジすることもできます。 

 今まで、パソコンやＩＴ化になじみの薄かった企業も、クラウドであるからこそ自力で

導入するという選択肢が生まれたのです。パソコンでＷｅｂサイトの閲覧やメール操作が

できる程度のコンピュータリテラシーは、もはや、ビジネスを行う上での必須スキルとな

っています。 

 ＩＴ未導入の企業においては、クラウドを活用することによる業務のＩＴ化・経営力ア

ップが期待されているのです。 
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 クラウド導入によるメリットは、コスト面のみならず、会社全体の業務効率化や顧客満

足度向上にも寄与します。その具体的な事例を下記に紹介いたします。 

 

 

＜概 要＞ 

●業  種  ：不動産仲介業 

●従業員数  ：75 人 

●使用クラウド：グループウェア 

 

 クラウドによるグループウェアで、スケジュール管理を使っている事例です。 

 不動産仲介業の顧客は、実際に借りる前に現場を視察します。その際、社員が現場に駆

けつけることになりますが、営業担当者が少ない状況では、スケジュール管理が非常に重

要になってきます。 

 そこで、クラウドによるグループウェアを活用して業務効率化を図りました。グループ

ウェアがなかった頃は、営業担当者がそれぞれ個人の手帳でスケジュール管理をしており、

他の担当者の動きが見えない状況でした。それらの状況を「見える化」することによって、

クライアントの要望にできるだけ早く応えることが可能になり、機会損失が減りました。 

クラウド導入により、売上高が 1.5 倍に拡大しました。 

 

 

 

＜概 要＞ 

●業  種  ：輸入卸売業 

●従業員数  ：30 人 

●使用クラウド：在庫管理 

 

 クラウドを活用した在庫管理を行っている事例です。 

 国内の得意先マスター管理を行い、在庫は、常にオンラインで閲覧ができるクラウドを

「クラウド」活用によって、売上高が増加した「サービス業」の事例      

クラウドコンピューティングの活用事例 

「クラウド」活用によって、ＣＳを向上させた「卸売業」の事例      



中小企業のＩＴ化を推進する！ クラウドコンピューティングの活用法 

企業経営情報レポート 12

導入しました。 

 クラウド導入前は、ほんの数分の差で競合店に受注を取られ失注してしまったり、在庫

管理の不備により機会損失が発生していました。そこで、在庫管理ができるクラウドの導

入を図りました。 

 クラウド導入により、常にリアルタイムの在庫が確認できるようになり、その結果、ク

ライアントに対して、常に正確な情報をスピーディに伝えられるようになり、顧客満足度

が大幅に向上しました。売上高と顧客満足度の向上を同時に達成した事例です。 

 

 

 

＜概 要＞ 

●業  種  ：食品製造業 

●従業員数  ：130 人 

●使用クラウド：販売管理 

 

 クラウドの販売管理システムを導入した事例です。 

 食品販売において、イベントで何人に説明できたか、クライアントとの会話によって、

どれくらいの好感触を得たのかなどは、非常に重要な情報になります。これらの情報を集

約すると、ある程度の需要予測が可能になります。 

 そこで、クラウドによる販売管理システムを導入して、その貴重な情報の集約を図りま

した。大きなメリットは、自社開発のシステムと比較して、初期導入コストが７割くらい

削減できたことです。 

 それだけでなく、営業担当者は、自分で入力した情報が蓄積されていくため、いつでも

自由に閲覧できます。それによって、販売計画の策定や見込み予測が、営業担当者レベル

で即座にできるようになったことも大きなメリットのひとつです。 

 さらに、自社商品の納入クライアントへの訪問時などには、商品の販売状態やキーマン

との会話、新商品の開発状況についてなど、細かな情報についても入力・情報共有できる

ため、営業管理者の意思決定に機能する重要なシステムになりました。 

 クラウドを導入することによって、需要予測の精度を向上し、コスト削減や全社的なマ

ネジメントまで、可能になった事例です。 

 

「クラウド」活用によって、需要予測の精度を向上させた「製造業」の事例     
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 クラウドベンダーは増えつつありますが、やはり気軽に導入できるという点で注目に値

するのはグーグルです。 

 まず、サービスが安価なことと、昨年からの不況によるコスト削減のあおりを受けて、

グーグルのサービス利用事例が急増しています。 

 グーグルで提供している「グーグルアップス」は、Ｅメールやワープロ、表計算など、

これまでマイクロソフトが提供し続けてきたオフィススイート(Office Suite)に取って代

わる機能を、非常に安価(6,000 円/年・1ユーザー)に提供しています。 

 すでに大小 200 万社以上で利用されており、ユーザー数は急速に伸びています。特に一

般ユーザーにも定着しつつあるＧメールは、25ＧＢのメール容量、0.2 秒～程度での高速

検索機能を装備しています。 

 特筆すべきは、Ｇメールがこれまでのメールソフトの使い方・整理法を、変えたという

ことでしょう。受信メールの洪水が取りざたされるような昨今では、それぞれのメールを

種別ごとにフォルダに分けていては、かえって生産性の低下を招きかねません。 

 Ｇメールは、受信の時点で簡単な分類・検索用の「タグ」をつけることができます。そ

の機能により、後からの検索可能性を高められるので、フォルダ分けの作業をせずに利用

することができ、煩雑なメール処理の効率化を図ることができます。 

 

 

 

 近年、急速に利用者数を増やしているクラウドサービスとしては、株式会社セールスフ

ォース・ドットコム（※1）のサービスも忘れるわけにはいきません。セールスフォース・ド

ットコムの提供するクラウドは、「Ｗｅｂ画面上から操作するデータベース」というとイメ

ージしやすいかと思います。 

 もともとは顧客管理や接触管理を目的としてつくられたツールであるため、顧客とのや

り取りが発生する営業やコンタクトセンター、フィールドサービス、調達・購買・取引先

管理などの業務に達したサービスだといえます。実際、業務の流れがイメージできる人で

あれば、比較的簡単にセールスフォースＣＲＭを操作して業務フローを設計することがで

きます。 

 セールスフォースＣＲＭには、あらかじめ画面上にさまざまなデータ項目が用意されて

います。ユーザーはそれを必要に応じてカスタマイズしていき、さまざまな検索条件など

を設定します。これによって、特定の業務に必要なアクションを容易にシステム化するこ

とができるのです。 

 例えば、コールセンター系の業務であれば、その日に電話をかける顧客のリストを抽出

Ｇメールの活用によって、業務の生産性を向上した事例      

「クラウド」活用によって、業務フローを整備した事例     
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し、顧客属性に応じて電話をかけ、電話で確認できた事項を記録し、ステータスを変更し

て次のフローヘ移行する、といった具合です。自前でシステムを開発・運用する場合と比

べ、約７割減のコストで運用できるようです。 

 

【セールスフォースＣＲＭのイメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※1)セールスフォース・ドットコム：クラウドによる統合型ＣＲＭアプリケーションを提供 

 

 

 

 総合商社の伊藤忠商事は、ネットワーク経由でソフトウェアの機能を利用する「クラウ

ドコンピューティング」を自社の人事管理システムに採用する方針を発表しました。 

 米大手の法人向けサービスを 2010 年６月から利用し、国内外で共通のシステムとして導

入します。同社の人事システムは、これまで拠点によって異なっていました。 

 人事管理向けクラウドサービス大手の米サクセスファクターズ社（※２）のサービスを利

用する予定です。米サクセスファクターズ社のシステムは約 30 カ国語に対応し、人材の履

歴や評価などのデータベースを管理・一覧化することができます。 

 伊藤忠商事は当面、本社と海外法人・支店など海外拠点の課長級以上の管理職、傘下の

人材派遣子会社でサービスを利用する予定です。データベースの対象人員は 2,000 人以上

で、今後は課長級未満の社員などにも対象を広げていく方針です。 

 システム構築費は、従来行っていた自社開発の 20％で済み、安価なシステム構築が可能

となりました。 

 

(※２) サクセスファクターズ社：社員の目標設定やパフォーマンス評価、報酬管理など企業における

人材管理を支援するソリューションを提供 

「クラウド」の活用によって、人事管理コストを大幅に低減させた事例     
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 ＡＳＰ発展会計は、貴社の経営改善を実現する“オールインワン会計システム”です。会

計データは当会計事務所より毎月、月初にご提供いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計システムをクラウドで活用 

クラウド型会計システムの利用イメージ     
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 会計システムに「経営改善機能」を標準搭載しました。今、知りたい経営改善策や最新

情報をすぐ、その場でご確認いただけます。“知りたい情報をお手許に”会計システムの新

しい形をご提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「経営改善ナビ」を標準搭載     
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（１）月次会計レポート 

 毎月、月次の経営実態をグラフや表などのビジュアルで分かりやすく解説した「月次会

計レポート」をご提供いたします。素早い業績把握と経営者が押さえておくべき経営のポ

イントを網羅しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊富な経営管理機能を搭載     

発展会計 月次レポート 帳票 

 

（1） 業績関連分析 
 ■売上高３期比較（月別売上実績） 

 ■粗利益３期比較（月別粗利益実績） 

 ■移動年計（売上高/粗利益/経常利益）

 ■月次損益推移（要約変動損益） 

 ■累計損益推移（要約変動損益） 

 ■損益３期比較 

 

（2） 資金関連分析 
 ■キャッシュフロー分析 

 ■資金運用分析（期首比較） 

 ■資金運用分析（前年同月比較） 

経営実数分析 

 

（1） 損益分岐点（累計） 
（2） 経営安全率分析 
（3） 労働分配率分析 
（4） 目標利益別必要売上 

損益分岐点分析 

 
経営比率分析 

（1） 収益性分析 
（2） 生産性分析 
（3） 安全性分析 
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（２）部門実績比較表 

 Ｂ/Ｓ・Ｐ/Ｌの作成が可能な部門別実績管理機能を搭載しています。部門や事業所、個

人別や商品別など、設定した各項目について、スピーディな業績比較が可能となります。

部門管理機能が標準で利用可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）予算実績対比表 

「ＡＳＰ発展会計」には、事前に設定した予算値と実績値との比較を行う「予算実績対比

表」を搭載しております。期間と部門を選択するだけで、精度の高い予算管理を可能にし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ ○ 売 上

× × × × 売 上

△ △ △ △ △ 売 上

× × × × × リ ー ス 料

△ △ △ △ △ 外 注 費

第 一 営 業 部 第 二 営 業 部 第 三 営 業 部

× × × × × 売 上 高
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（４）決算診断報告書 

 毎期の決算終了後に会計専門家より、「決算診断報告書」をご提供いたします。 

 決算診断によって、貴社の今期における潜在的な経営課題を浮き彫りにし、取り組むべ

きポイントを明らかにいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貸借対照表分析 

 ■３期比較貸借対照表分析 

 ■貸借対照表年次推移 

 ■貸借対照表分析結果 

損益計算書分析 

 ■３期比較損益計算書分析 

 ■損益計算書年次推移 

 ■損益計算書分析結果 

キャッシュフロー計算書分析 

 ■２期比較キャッシュフロー計算書分析

 ■キャッシュフロー計算書分析結果 

財務分析指標 

 ■収益性分析 

 ■安全性分析 

 ■生産性・成長性分析 

損益分岐点分析 

 ■損益分岐点分析 

簡易シミュレーション 

 ■簡易シミュレーション 

課題と対応策 
 ■貴社における課題 

 

決算診断報告書 帳票 

 



中小企業のＩＴ化を推進する！ クラウドコンピューティングの活用法 

企業経営情報レポート 20

（５）年度利益計画 

「決算診断」によって明らかになった経営課題は、「年度利益計画」によって、計画的に

解決に導きます。会計専門家が、経営目標の達成割合を常にチェックいたしますので、確

実な目標達成をサポートいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
経営実績確認 
 ■３期比較貸借対照表 

 ■３期比較損益計算書 

 ■簡易シミュレーション 

年度経営方針 
 ■年度経営方針 

売上計画 
 ■売上計画設定シート 

 ■得意先別売上計画 

 ■商品別売上計画 

変動費計画 
 ■変動費計画 

人件費計画 
 ■人件費計画 

 

設備投資計画 
 ■設備投資計画 

固定費計画 
 ■固定費計画設定シート 

借入金返済計画 
 ■借入金返済計画 

損益計画 
 ■損益計画表 

計画貸借対照表 
 ■計画貸借対照表 

キャッシュフロー計画 
 ■キャッシュフロー計画 

 

月次損益設定 
 ■月次損益設定シート 

年度損益計画 
 ■年度損益計画 月別展開表

四半期経営実績 
 ■四半期経営実績 

年度資金繰り表 
 ■年度資金繰り表 

損益計画差異分析表 
 ■損益計画差異分析表 

個別計画進捗状況 
 ■個別計画進捗状況 

 

 

年度利益計画書 帳票 
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